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『
トリス タン物語』 と 『

ボン テ ユ ウ伯の 娘』

一 ある学会報告から
一

佐佐木茂美
＊

　1995年 10月 29臥
「
日本 フ ラ ン ス 語 ・

フ ラ ン ス 文学会 1 総会 （於郡 山 ・奥羽大学） の 特 別

講演で の こ とs ポワ テ ィ エ 大学教授、ガ ブ リエ ル ・ビア ン シ オ ッ ト （Gabriel　Bianeiotto）

氏は、下 記 の ご と くまず拙稿二 編 に依拠 して講演本題 に 入 る 。 表題 は
「
ベ ル

ー
ル の 『 トリ

ス タ ン 』 に おけ る物語 の 断片化 と感情 の 非 適合性 」 （稿者 はこ こ で氏 よ り講演草稿 第一．．ペ ー

ジ の 送付 を事前 に受 け、参照 して い る）

　　　
「91g．ll，1際ア

ー
サ

ー
王学会年鑑 』 お よび 『

ラ ン セ ス ヴ 7 ル ス年鑑 』 に 掲載をみ た佐藤輝．夫

　　に捧げ た佐佐木茂美氏に よる追悼論文中で、氏が近 ごろ注意 を喚起 され て い るように 、

　　 トllス タ ン 伝説は 「 トリス タ ン とイズ ー
の デ ー一一タ をもとに愛と死 を瞑想する」 こ とに

　　自ら全生涯 を賭 け られ た、氏 の 傾倒 され て い る師の 如 き、仏文学専攻の 大学 人の ．業績

　　を通 じて 日本にお い て は馴染み の もの とな っ た。氏 の 言 葉に よれ ば、1953年すで に文

　　庫本の 形で 佐藤輝夫が 公 に した べ デ イエ の
『
トリス タ ン 』 訳 に よ り、「今 日、最 も広範

　　な 1：1本の 読者層 も ト リス タ ン伝説が い か な る もの か を知 っ て い る」 との こ とで あ る。」

（Ainsi　que　l
’
a 　rappel6 　r ξcemment 　mademoiselle 　Shigemi　Sasaki　dans　les　chronlques

nE
’
crologiques 　qu

’
elle　a　censacr6es 　a　Teruo　Sato，　publi6es　dans　le　Bulltetin　Bib　9z：（）gra．

カhiqite　cle　la　Soσ癖 617・zternationale ・4π 肋 吻 ％ ” 6　et　dans　ie　dernier　Buigetin’
de　la　Soc諺齬

Rencesv αls
，

』
la　i6gende　tristanienne　a　6t壱 rendue 　famili邑re　au　Japan　fi　travers 　les

t「avaux 　d’

universit ・i・es 　fra・cisants 　t・1・ q ・e　le　m ・i’tre　qu
’
elle　h・… ait．

，
・q・i ・ 1。i．men コe

c°nsac 「6　t嚥 e　s・n　exlsとence
“a　m ξditer，　a　partir　des　d・nnees 　de　Tristan　et　d

’
lseut

，
　sur

1’・m ・u・　et　・u ・ 1．a 　・m ・・t”

・ G・ace　a　1・ t・ad ・・ti・n 　du　 7
’
nlsta7t　d・ Bedi・・ P・biiE，・P。，　T．

S・t・　en 　li・・e　d・ p・・h・ de・ 1953
，

・ffi・me −t−・ll・，
“ d・ … 1・urs ，1・ p・bli・ jbp・nals 　l。　pl。，

6tendu　sait 　ce 　qu
’
est 弖a　l6gende　de　Tris亡an ”

）

講演 に 先だ っ て ・フ ラ ン ス 中世文学関係で は最 鍾 要な 最古の 上記二 つ の 国際学会 鬮
際ア

ー
サ

ー
王学会 お よび ラ ン セ ス ヴ ァ ル ス ） か ら、稿者 は三9鱗 年 4 月、先師、佐藤輝夫先

生 の 逝去颪後 ご ろ よ り、追悼文 を寄せ る よ うに との 依頼を受け て い て 、それ が本年春 ・夏
に か け て相次 い で 刊行 を見 た の で あ ・ た

ω
読 師は 1964・i・ よ り、・

ラ ン セ ス ヴ ・ ル ス 学会 、 2ア8
（フ ラ ン 撮 古 の 叙 事譯 い ラ ン の 歌 ・の 古戦 場に 因 ん で銘 され淑 事詩 飆 う学会）、 α3）

＊　壽「語文 ｛匕
「
≡診零斗　教手受　中 ［IIニフ ラ ン ス 又学
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明星 大学 研究紀 要 【日本文化学 部 ・言 語 文 化学科 1第 4号 1996年

1981年 よ り、

「国際ア
ー

サ
ー

王学会 」 （アー
サ

ー王 を核 とした伝説に 材源 を求め る、フ ラ ン

ス を基点 に ヨ
ーロ ッ

パ 各国語へ の書換 を取 り上 げる学際的な学会） の 日本支部 の 、会長 を

生 前務め られ、フ ラ ン ス 中世文学の 叙事詩 お よ び 物語 ・抒膺詩の 分 野 で わ が国 の 学会 を代

表 されて きた。

　近 年は、
「
日本 フ ラ ン ス 語 ・

フ ラ ン ス 文学会 」 で 、フ ラ ン ス 人 の 専門家の 招 聘 は多 い 。だ

が講演の なかで 、 日本人 の 論文名が 冒頭か ら引用 された こ とは言d’msはな い
。 佐藤先生 追悼

の 意図 が、まず講演者 に あ り、わ が 国の 研究現状 へ の 認 識が あ っ て 、ア
ー

サ
ー王学会 『年

鑑 』 の 拙稿が そ の ま まテ ク ス チア ル に援用 された もの で 、さらに ほ か の 拙稿 四編の ペ ージ

数 も含め た レ フ ェ ラ ン ス が あが っ た  
。

　 じつ は 、面識 の ま っ た くな い ビア ン シ オ ッ ト氏 よ り、今回来 日講演の 際に
“
ぜ ひお 目に

かか りた い
”

旨の 丁重 な書状 （10月 5H 付）が 先 に届 い て い た 。 氏は最新の 論文 （抜刷）

二 編に くわえて 、その 講演 冒頭部分 を同封 、 稿者に
“

最初 に
”

（en 　premier）
“
御覧 に い れ

る
”

とあ っ た。氏の 特別講演 を学会 の 通知状等 を見過ご して い た た め こ の 書状 に よ り知 っ

た 。 稿者 へ の 学会招待 は ビ ア ン シ オ ッ ト氏に よ りなされた事 にな る。

　稿者が 、国際 面 で わが国 の 研究状況の 紹介 を始 めた の は、1971年で あ っ たか ら、佐藤輝

夫 先生が 、 じつ に65年前の 1931年すで に 東京大学仏文研究室編纂の
『
仏 蘭西 文学研究』 （巻

九）（3 ）
に トマ

・ダ ン グル テ
ール の 『トリス タ ン物語』 の 研 究 を発表 されて い たこ とは、国外

で 知 る人 は なか っ た筈で ある 。 だ が 、それよ り半世紀 （1981年）に
『 トリス タ ン 伝説 ・流

布本系の 研究』 （中央公論 、 789＋ 19pp ．）を刊行 され た 際に 、稿者 は フ ラ ン ス 、ア メ Vカ 、

イタ リア の 専門誌 三 、計四回 に わた っ て 同書 を紹介 した  
。 従 っ て、今回 の 講演の なか で 、

拙稿 が 引証 され た の は、追悼論文 に留 まらない 。そ うした佐藤先生 の 御業績 （今 日 まで の

わが 国の 当該分野に おける全業績、と もあ る い は言 い 換 えの で きる）が 、 日本仏文学会総

会の席で、学会招待の 仏人学者の 講演の なかで 、明確 に指摘され た事は あるい は先師 に歓

ん で い ただ け たか 、 と思 う。講演者は続 ける 。

　　　　　「佐佐木氏は 自身ご く最近 『
ロ マ ニ ア 』 誌 に 「イズーの エ メ ラル ドと トリス タ ン の 碧

　　　　 玉 」 に関す る きわめ て 学問的な論文 を発表 した。またわれわれの 同僚 （佐佐木）が 90

　　　　 歳 の ア レ クサ ン ドル
・

ミ シ ャ に捧 げられ た
『
記念論文集 』 の 一巻に お い て発表 して い

　　　　 る E 本 におけ る中世 フ ラ ン ス 研究 の歴史 に かん する最 も興味深 い 総括 は、『国際 アーサ

　　　　 ー王学会年鑑 』 の 日本支部欄に 定期的に 収録 され た 日本に お けるア
ーサ ー王 文 学関係

　　　　 の 非常に豊潤な パ ノ ラマ の なかで トリス タ ン 研究の 現状を明 らか に して い る 。 それだ

　　　　 けに 、（研 究に）通暁 した聴衆 を前に して トリス タ ン を語 る事 に、私 は ます ます 困難 を

　　　　 覚 えるの で す。 」

　　　（Mademoiselle 　Sasaki　a　publi6　elle −rname 　il　y　a　peu　dans　Romania　un 　article　par・

　　　ticulierement　savant 　sur
“L ’6meraude 　d’lseut　et　le　j　aspe 　de　Tristan，

”
　Enfin　la　tres

　　　int6ressante　synth6se 　sur　1’histoire　des　etudes　m6di6vales 　frangaises　au 　Japon　que　notre

　　　coll 壱gue　a　donn6e
，
　dans　le　volume 　de 漉 颪砌 gθ∫ 46薦 s ク 湿 餬 ％ 伽 瀚 伽 pour　son 　90e

177 ・nniversai ・e ，
　m ・t ・n 　e・id・nce 　1・ ・it・ ・ti・n　p・e・ent ・ d・・6t・d・・ t・i・t・ni・nn ・・ d・n ・ 1・ t「es

（14 ） riche 　panorama 　des　travaux　japonais　sur 　la　litt6rature　arthurienne ，　r6gulierement
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「epe 「to「les　du　reste 　dans　la　section 　japonaise　du　BBSIA ．ll　ne 　m
’
en 　est　donc　que　plus

difficile　de　parler　de　Tristan　devant　un 　public　averti．）

　　
「

ロ マ ニ ア 』 誌 上 の 拙稿 へ の 言及は ともか く（5）、『国際ア
ー

サ
ー

王学会年鑑 』 掲 載 の 1974

年より20年間、稿者が担 当 して きたわ が国 に お ける研究状況の 紹介 ・書評 を講演者が こ こ

で 依拠 して い るこ とが注 冒され る。氏 は私信 で こ の 欄に
“
い つ も非鴬な関心 を寄せ て きた

”

　（tres　int6τessE 　toujours　par　votre 　bibiiographie） と述べ て い る 
。

　 しか し、稿者の 驚 きは、『ア レ クサ ン ドル ・ミシ ャ 記念論文集s 所収 の 稿者の 論文一 「わ

れ われ の 岡僚」 とある の は稿 者の こ とで あ る一 を引用 して い る点で ある。 コ レ ージ ュ
・

ド ・
フ ラ ン ス 教授 （ミ シ ェ ル ・ザ ン ク （Michel　Zink））名 を筆頭 とした 同 『論文集』 に執

筆依頼が あ っ た の は 、佐藤先生 の 亡 くな られ る直前 （1994年春）の こ とで あ っ た 。 締 切 ま

で 5 カ 月、欧米 入の み が執筆者で あっ た。稿者に 再三 に わ た る依 頼が な され た、の は単に

東洋の 端か らもソル ボ ン ヌ大学名誉教授 に敬意の 一文が 寄せ られ る こ とを委員会が 望んだ

　（東洋人学者 に執筆依頼が なされ るの は稿者の 専門で は極め て 稀 な こ とで あ る 。 人選 は委

員会が あた るN こ と もさる事な が ら、ア
ー

サ
ー

王伝説関係の 世界的権威 で ある氏に満足 し

て頂 くた め に は 、か つ て の 稿者の 学位論文（7）にた い し審査委員会の
一

メ ン バ ー
と して極 め

て高 い 評価 を くだ し、ア ーサ ー
王学会に稿者が 係 わ っ て きた こ とを可 とす る、か の 地の 師

の 意 向が くみ 取 られ た もの と思われる 。 1995年 6 月 、

「
論文集』

〔s）の贈 呈式 が ソ ル ボ ン ヌ で行

われ、稿者 は出席 しなか っ た。そ れ を惜 しまれ、寄稿に た い し、ミ シ ャ 先生の 方か ら礼状

を頂 い て い た 。

　手持ち の 資料で 、
一一一

息に 書 けるテ
ー

マ 「フ ラ ン ス 中世 発見」 と し、そ の うえ で 3 カ 月 の

特別猶予が与え られ た 。 ビ ア ン シオ ッ ト氏 の 言葉 を借 りれ ば 「総括 」 は容易で あ c ，た。学
生時代 よ り四半世 紀にわ た る第三者 の業績 の 紹 介一 ひ た す ら他を推薦す る こ と、こ れ は

非常に厳 しい 任務 で あ るとい うよ り試練一
が、あ っ た か らで ある 。

　執筆に追わ れて い るとき、ア リゾナ州立大学か ら、「
ヨ
ー

ロ ッ パ 中世 ・ル ネ ッ サ ン ス再考 j

の 学会 （同大学、ア リゾナ国立 大学、北ア リゾナ大学共 催）へ の 招待が あ っ た。1995年 2
月、同原稿 に基づ き口頭 発表 （同月18日）の ため 渡米 した。表題、「

日本 に お ける フ ラ ン ス

中世の 発見 」 （Discovery　of　the　French　Middle　Ages　in　Japan）。
　chair はウ ィ リア ム ・

ヘ

ン ドリクス ン （William　Hendrickson）州立大教授 。 議論が噴出 し、好評で あっ たが、本

稿の 主題か ら外れ る 。 それ よりも、こ の 学会 の 会期 を通 して エ ユ
ー ヨ ー

ク の 国際 トリス タ

ン 学会が 刊行 して い る関係の 重要 な専門 誌 『 トリス タ ニ ア 』 （Tristdnia）〔9｝の 刊行責任者等
の 出席が あ っ て情報交換 の で きた こ とをこ こ に報告す べ きで あろ う。同誌次号 （XVI 号 ）
に は 「国際ア

ー
サ ー王学会 」 で の 稿者 の 発表 が 集録 され るこ と に なっ て い て、その 打 ち合

わせ もなされた
（10＞

。 同号で の 最 も傑出 した論稿 と信 じ難 い 言葉 もその 中で 聞かれた。

　最 後に 、ビ ア ン シ オ ッ ト氏 の 講演 内容に触れ よう。ベ ル ー
ル の テク ス トは 既 に今世 紀初

頭 ベ デ 仁 に よ 嫌 芸 入 の 伝 統的手法に 竿 さす もの との 指摘 が なされ た ．

・・
。
一

ラ ン の 歌 』

と 「エ レ ・ ク櫪 ・ との 間に もい トリ・ タ ・ ・ 蝣 在肋 の な ら、わ t’・ibt’・i・それ を創 176
造 す る 必 要 があ る∫

田
聴 と書伝躙 に あ る流躰 系 の ベ ル

ー
ル の 轍 は 、 トマ の 艇 風 （15）
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の ヴ ァ
ー

ジ ョ ン
『 トリス タン 』 と同 じ聴衆 として も、好み は異な り、か れ の 『 トリス タ ン 』

は伝説の 原型 にむ しろ近 い と看做 される 。 テ ク ス トそ の もの が 4485詩行 の 断片 （初め と後

半部を欠 く）、筋 は断絶 して い る。そ の うえ、各場面 の 間 の 移行、展開が ぎ こ ちな く、それ

ぞれ断片の 様相 を呈 する。ベ デ イ エ の 見解 にた い し、十二 世紀末年の 散 文物語 の出現で完

成 をみ る 「絡み合 い 手法 」 （entrelacement ）一 場面間に伏線が 用意 され 、

一
時的切 断後

に、次 の 場面で伏線 は本線へ と
「絡み合 い 」 つ つ 完結 へ と向か う一 が すで に十二 世 紀末

現わ れ て い る、ベ ル ール も例外で はな い 、とす る研究者 も近 年は あ っ た 。 講演者は叙事詩

的伝統 も、物語テク ニ ッ ク の 先取 D も退 け、挿 話の 縫 しろ が ス ム
ーズ に行か ぬ一 “

不適

創 生
”一 、その ぶ ん、さ らに高次元の 仕掛 けが縫込 まれて い な い か と して、テクス ト構

造 と意味を問 うた 。

　佐藤輝夫先生 の 立場は、ベ ル ール と共通 の モ デ ル （フ ラ ン ス 語に よ る亡 失作品）をもつ 、

117e年代 の 制作が推 定 され て い る、 ドイツ語の ア イル ハ ル ト・フ オ ン ・オ ベ ル ク の 『 トリ

ス タ ン 』 （ほぼ 、全容 を伝え る もの ）をテ クス チ ュ ア ル に比較、亡失作品 を呼び起 こ し、ベ

ル ール の 受容 を推論 して い くもの で 、ベ ル
ール 本の 「断片」 は、ベ デ イ エ の い わば 「宣言 」

（上 記） に とどまっ て い た もの が 、対ア イル ハ ル トに照 らすこ とで 叙事詩的語 りの 伝統が

い か な る度合で 顕現するかが 、けざやか に立証 され た。か たや、
一

方の 語 りもの で あるフ

ァ ブ リオ に登場入物 （イ ズ ー、ブラ ン ジ ア ン ）が比較 され て、一一伝説 を血 縁 関係の エ ロ

ス に よる崩壊 と読 み 、フ ァ ブ リオ を想起 させ る手法 をみ るu2 ）

。 先生の 見方 は講演者の 参照

す ると こ ろ とは な っ て い ない 。

「断片」 とテ ク ス トの 間の 十分 な客観的検証は示 され なか っ

ただ け に惜 しまれ る 。

　　　 1995年 2 月 と10月の 上記 二 つ の 学会 （日本 フ ラ ン ス 語 ・フ ラ ン ス 文学会総会 と 「中世 ・

　　 ル ネ ッ サ ン ス 再考」） の 間に 、同年 7 ・8 月、フ ラ ン ス ・オ ル レ ア ン大学 （7 月10日 一14日）

　　 お よび ア イル ラ ン ド・ベ ル フ ァ ス トの 大学 （7 月26日
一8 月 1 日） で開催された フ ラ ン ス

　　 中世関係の 二 つ の 学会が あ っ た。

　　　 前者 は第三回 ク リス チーヌ ・ド・ピザ ン 学会で あ っ た。先回は稿者が招 待講演者で あっ

　　　た り、員数 ・顔触れ ともに極め て 厳選 され た、一作家の 研究者の 国際的集 い で 、討論 に夜

　　　を明か す、 稿者の 研究に は実 り多い もの で あ っ たが
一 シ ャ ル ル ・ドル レ ア ン の 学位論文

　　　の執筆者 と して 、オル レ ア ン 市長に真先に 紹介 され るな ど、厚 い 歓迎ぶ りなど もさる こ と

　　　なが ら一 本題か ら外れ（13｝、い ずれ論稿の なか で 消化 され るは ずで あ る 。

　　　 後者 は、ベ ル フ ァ ス トの 「女王の 大学」 （The 　Queen’

s　University　of　Belfast） に お け

　　　る 「国際 自廷 風文学会」 （lnternational　Courtly　Literature　Society） の 第八 回国際総会で

　　　あ っ た 。 創立はア メ リカ の 比較文学 ・ フ ラ ン ス 中世学者 レ イム ン ド・コ
ー

ミエ （Raymond

　　　Cormier）教授 に よる（14）
。 日本関係 の ヨ

ーロ ッ
パ 中世 の ビ ブ 1」オ作成 を1980年、面識の な い

　　　同教授 よ り依頼 を受けた の は、当時、稿者が フ ラ ン ス の リ ヨ ン 大 学 （客員教授）に 日本文

　　　学 ・比較文学で 奉職 して い た か らに相違な い 。そ の こ ろ は創立間 もな い 、新 しい 学会で 、

　　　最近 まで 、日本人会員二 名 。
ベ ル フ ァ ス ト学会 を日本 の 学者 に呼 び か けて ほ しい 主 旨の 手

175 紙 （主麟 、妊 の 大学搬 ・イー
ヴ リ ・ ・マ ラ U − （E・ ・1・・ M ・11・ll・〉） と総会プ ゜ グ

（16） ラ ム を、今回 も同様に 送付 を受け て い た 。 （ク リス チーヌ ・ド・ピ ザ ン 学会等の ように 、主
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「 ト リス タ ン 物 語 」 と 「ポ 冫 テ ユウ伯 の 娘．1 佐佐木 茂美

催者側が予 め出席者 をセ レ ク トして い る場合 とお の ずか ら異な る。）今回の 日本か らの 昌聖

席
者は五 名 。

　 さ ら に 1995年 6 月1  1ヨ付 で、今糸忿会 で 会 長 に 選 出 され た ドナ ル ド・マ ダ ッ ク ス教授

　（Donald　Maddox ）マ サ チ ュ セ ッ ツ州 立大学、（日付の 時点で 副会長）お よび同学会 の ア

メ リカ支部会長 サ ル ・ス タ
ー

ム ・マ ダ ッ ク ス （Sara　Sturln・Maddox ）同大学教授の 連名 （両

教授 は夫妻 で ある） の 書簡をうけた 。 委 員会 出席を求め て い た。わ が国に お ける研究状況

に 関し！ 国際 ア
ー

サ
ー

王 学会年鑑 』 （上記〉や 「国際宮廷 風文学会 」 の Z“年鑑 』 を通 して

こ の 二 名の 書簡発信者 は知 識を持 っ て い る。D．マ ダ ッ ク ス 氏 は 『
ア レ クサ ン ドル ・

ミシ ャ

教授記 念論文集』 （上 記） に寄稿 して い るの で 、すで に十分 な知識 をもっ て い る（15 ｝。

　 ア
ー

サ ー王 文学を原則的 に 除外 した、ほぼ 同時期の 中世仏文学を対象 とす る木学会 は、
わが 国で の 研究者数 は隈 られ て い る

ロ 6｝。それ で も、外部か ら、影記の 拙稿 を通 じ、に わか

にわが 国の 研究へ の 関心 が 高ま っ た もク）と思 われ る 。 創立者 コ ーミ エ 氏み ずか らの 推薦 を

受け、書誌 担 当の 任に あ っ た稿者 の 意思 は尊重 され、学会の 主 旨一
規 約が初 め て 明文化

された一 が 確認 された。コ
ー

ミエ 氏は会期 を通 じ、稿者 の 許に 話 に きて い た し、9 月末、
刊行 され たば か りの 論文の 送 付を受けた。

　
一

方、名誉会長 とな っ た、イギ リス ・リヴ ァ プ ール 大学教授 グ リン ・S ・バ ー
ジ ュ ス （Glvn

S．Burgess＞氏 もまた、拙稿 （上 記）全 て を読んで い る こ と を明 らか に し、同氏の 著書 へ の

協 力を求め られ た （本稿提 禺の 段階で 脱稿 。近 fij。 於 イギ リス 。 ）

　新会長 の マ ダ ッ ク ス 氏に は会期中に 稿者に 面談 を求め ら れ
、 そ の 内容は新体瀞1に伝 え ら

れ た と思わ れ る 〈要 旨の 送 付 を求め られた）。氏の 研究発表は、『ポン テ ユ ウ伯 の 娘』 で こ

の 面談の 中で、「佐藤輝夫先生 の 研究 を想起 して、主題 を決め た」 と付 言が あ っ た 。 発表後
の 質疑 応答で ぽ まずバ ー

ジ ュ ス 会長 の 開会 の 挨拶に 統 い て基調講演 を したザ ン ク氏 （上

記）が まず発言 し、「こ の 興昧 深 い テ ク ス トの 研究 は、非 常に 手薄 」 で ある こ と、 「佐藤輝

夫氏 の 「秀逸 の 」 （excellent ＞論文をお い て は……
」 と して 、先師の 『

リタ ・ル ・ル ジ ュ
ー

ヌ 教授記念論文集・ （Me
’
langes　Rita　Leieune，　t，　II，・Liδge，　PP．1245−1255）に 掲載 され て し、

る論文 へ の 言 及 が あ っ た。つ い で 、稿者が そ の 席で 論 旨を述 べ 、師の 他の 論文 を も併せ て

紹 介す る こ と とな っ た （17 〕。こ れ は、先師に ある い は満足 して い ただ け た筈 の 出来事で あ っ

た 。

1964年・ ラ ン セ X ヴ ァ ル ス 学会で 、先 師が ・・ 一
ラ ン の 歌 、 と 呼 家物語 、 の パ FX の

対S・ヒ研究 を発表 され た折 eg）
，フ ラ ン ス 政 府の 給費留学生 と して ソ ル ボ ン ヌ に 在籍 して い た

稿者 は師に 合流 、御発表の あ とル ・ジ ュ
ー

ヌ 教授 （ベ ル ギ
ー ・リエ ー一ジ ュ 大 ） と 『ポ ン テ

ユ ウ伯 の 娘 』 に 関する会 話が 先師 との 問で （稿者 も同席 し て い た）、既 に 八気な い テ
ーブ ル

（昼 食後で あ っ た）で 長時間交わ さ れ た の を思 い 浮か べ る事が で きる。

　
『ポ ン テ ユ ウ伯の 娘』 は 「夫の 面前で 暴力の 犠牲 に な っ た妻 が、夫の 殺害 を企 て る」 と

い う、極 め て特 異な状況設定をお く作品 で、版本刊行者 C ブ リ x ネル （Brumel）は、封建
彳桧 に あ っ て は こ れは轍 で は な く不倫 に 間違 い な い 、と した もの で あ ． 九 鰤 は凄
（犠牲都 の 繊細 か つ 洗練 され た、当ll寺と して 騰 くべ きヒ ュ 叩 訊 ム の 1惑骸 現で あ

藷；二繍簾 畆讐鰍謬騰券鵜欝茎灘騁軅1灘 協
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明星 大学研 究紀要 【目本 文化学部 ・言語 文化学 科 1第 4号 1996年

業論文は ウヰ リア ム ・
モ リス （William　Morris）、 『ポン テ ユ ウ伯の 娘』 を英訳 して い て 1896

年版本 ない し1913年の モ
ー llス 『全集 』 の 収録 に注 目され て い る）。また映 画 『羅生門 』 と

の 関連 も述 べ られ て い る 
。

　 『
ロ
ー

ラ ン の 歌 』 と 『平家物語 』 の 比較研究に つ い で 、師の 比較文学研究にお け る
『ポ

ン テ ェ ウ伯 の 娘』 とフ ァ ブ リオさらに マ リ ・ド・フ ラ ン ス の
“

エ リデ ュ ッ グ が相次 い で

対比 された 『今昔物語 』 の
一連 の 研究は注 目されね ば な らな い だ ろ う（20 ）

。 師の 追悼論文で

ジ ャ ン
・デ ュ フ ル ネ （Jean　Dufournet ） （ソ ル ボ ン ヌ名誉教授〉氏 は、こ の 線を指摘 して い

る （稿者 は師の ビオ ・ビブ リオ の 資料提供 を し、 氏 よ り草稿の 送付 を受 けて い る〉
  。

　マ ダ ッ ク ス 氏は、本 テク ス ト （十三世紀初頭）を 『ジ ャ ン ・ダ ヴ ェ ヌ 』 （fean　d
’Avesnes ）

と 『サ ラデ ン 』 （Skiladin）の 二 作を連携する
「
係累 」 の 読み を強調す る。こ の 不運な伯爵の

娘 は、ジ ャ ン ・ダヴ ヱ ヌ の 孫一一こ の 係累は本 テ ス ク ト （十三 世紀初頭）の 先史 と してほ

ぼ 三十年後に構想 された一 で あ り、流刑 先 で イス ラ ム 教徒 の 王 と再婚 し、 そ の 系譜 に つ

なが る曾孫が サ ラデ ン であ っ た 。

『ポ ン テ ユ ウ伯 の 娘』 は別名 『海外の 物語 』、 当時の 異文

化圏 との 軋轢、聖地巡礼の 膨大 なプ ロ ジ ェ ク ト、十字軍遠征 に 因 とな る憎悪 （1187年、十

字軍はサ ラデ ン の モ デ ル となる人物に 屈 した）と 、 果て しない 「富」の一 中世語 riche は

「
富裕 」 で あ り 「権勢 」 を意味す る一 「彼方」 へ の 憧憬 とをない 混ぜ に した

「海外 」 に、

なか ば はキ リス ト教徒、なか ば はイス ラ ム 教徒 の 卓越 の 王 子、騎士像 を創造 し、フ ラ ン ス

王 妃に 「宮廷風の 愛」 を捧げ させ る こ とで、ヨ ーロ ッ パ ・キ リス ト教圏の 威信 を文学的に

挽回する こ とに成功 した、 とす る もの であ っ だ
22 ）。

　　「サ ラデ ン伝説 」 の 存在 は十九世紀末、G ．パ リス （Paris）の 著名な論文に より詳述 さ

れ て い たc23）
。

「係累」の 視点 はそ の 意味で、　 G．パ リス に 部分 的に 回帰 して い くこ とで は な い

の か ？　先師は
『 トリス タ ン 物語』

− triangulaire の 設定一 よりも普遍 的な図式 をこ の

テ クス トに読み 込 ん で い た 。

　 マ ダ ッ ク ス 会長は、佐藤輝夫先生の 追悼論文 を稿者 に所望 した 。

「国際宮廷風 文学会 」 に

先師 は属されなか っ た 。

「国際ア
ー

サ
ー王学会 」

「国際叙事詩学会 （ラ ン セ ス ヴ ァ ル ス ）J は

日本支部会長 に先師を仰 い で い た と して も。 そ う言えば 、
ビ ア ン シ オ ッ ト氏 をキ ャ ブ とす

る同 じく新 しい
「
フ ァ

ーブル ・フ ァ プ リオ 」 学会 に も関係は もたれて い な か っ た。

　 中世 フ ラ ン ス 文学の 国際学会すべ てが わが 国の 同分野の 先学に 追悼の 意 を表 した こ とに

な る〔24）
。

　 　 ぎま

　　 ω B 。tleti。
・d、

・la・EIO、ie’tg　lntern。tiDnaie　Arthterienne，　 v ・1、　XLV 〔1994）、　PP・358−360・B ・tl・tS
’
n　Bibti・g ・aPhiqtfe　d・　la・thcigtg

　 　 　 Rencesvats，1994−1995，　pp，9−11．

　 　 〔2〕 本稿 写真べ
一ジ （20） 〔1〕参照。

　 　 ｛3）　1931 年10月。pp．1−38．

　　　　 なお、佐 藤輝夫先生の 著 作 目録 は 、以 下 三 回 ．稿者 に よる作成 が あ る。

　　　 1973年 まで は 囓 。。9 。， 勲 。脚 、’d・ 〜漁 ・  4・ 吻 ・・   ・，eff・・t・’・d・T・… 　tht・・N … pd・i・1・PP・i醒v に収 録・1993年

　　　 まで は 〃 伽 9 、、 4面 耀 ，f 齢 認6繍 融 ・ 吻 ・・ 脇 罐 細 r ・  翫 ’・・P ・ rti・ 　II・　T ・k… Kenkyt ’sya ・　PP・i−ixに

　 　 　 　　 む

　　　 さ ら に 、購 蝋 国蝋 著作の 書評 洗 生 1・捧 げ ら れ た
・
記念謙 集・ 等を羅 的 1・収録 した もの が ・『

瞰 文 学年誌 ・M 早

173　　稲 田大学比較文学研 究室、N 。31（1995）．　 pp．112 −135．

（18） 1・1 ・跚 ・飆 勲 ＆ 副 一 鰍 ・ 伽 ・顧 ・・Lxx ぬ II・577 ・’bid・・　ve ’・　xxxlll ・　489　1　A ”a’° n 　’°　c’ame ’°e‘’
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『
トリス タ ン 物語 1 と

『ポン テユウ伯 の 娩 　 佐佐木茂美

　 vo 塵．　IHt　Studi．　Francesi．　 vo 】．　p．395；voL 　p．602．

（5｝ 上 記の 私 信 で講 演者 が 拙稿 をす で に 読 ん で い る こ とが 明 らか に されて い た 。「
私 は あな た の 論文 に 大 変懸 嘆 い た し ま した 」（J’

　 ai　beaucuup　admir 惷 Votre 　artide ） とあ っ た。

　　Romanin．　vol．　CXI（1994　pour　1990＞pp．361−384．（本稿 は1990年 8 月18日、イギ リス ・ダ
ー

ラム で 行 われ た第 16会国 際 ア
ー

サ

　ー王 学会総 会 で 行 われ た 研究 発表 を基 本的 に 収録 して い る。（要約 は 上 記 学会 の 『年繿 』、vol．　XLm 〔1991），pp．404−405）．

｛6） こ の 学会 に 関 して は 、何 回か 言及の 機会が あ っ た 。日本関 係の ビ ブ リ オ が 伺学会 の 収録 対象 とな っ た経 緯に 関 して は ．上 紀 の

　注｛1汲 び
『
流域』、佐 藤琿 夫先生 退悼号、38号 （1995＞の 拙稿

「
佐 藤輝夫 先生 の 学問

一
その 縁 にあ っ て 」、pp．54−5L

　　1949年．稿 者の 留学 中の 指 導教授、ジ ャ ン ・フ ラ ピエ （Jean　Frappier） （当時 ソ ル ボ ン ヌ 大学教授 ） を申心 に 創立 をみ る。同

　教授 の ご尽 力 （刊行 費な ご具 体的．に も）で 拙学位論文が 1974年に フ ラ ン ス で 刊 行 をみ ．一巻 を携 え ．教授 （同学会会長で あ っ た ）

　を訪れ．る。その 場で、旧 本関係の ビブ リオ作成等 （コ レ ス ポ ン ダン トの 任務）を稿者に 委任 され る。その 間の 1981年、日本の 研

　究状況 等が ビブ リオを通 して 、本部の 認め る とこ ろ とな り、口本支部の 承認が なされ、佐藤先生 が 支部の 会長となる。稿者は 事

　務 を20年 こ な した 。1974年に は 、日本人 会員 8名、現在60名を超 え る 。
（7｝ 5t‘r　le　theme　de 〈ronohaloir　dans　la　Podsie　de 伽 rles 　d’Orleans．　Paris，1974．
  　D6couverte　dll　Moyen 　Age 　Francais　au 　jupon，　Mgla   ges　 offertS　 aL　Alevandre 蕭 σ加 ，　Paris・Greifswald，1995，　pp．321−328．

（9｝ 「v ’
？ ＝ ア 』 とと もに 9

』
トリス タ ＝ ア』 誌 も、本学図書館所蔵。

鋤 　1995年夏刊 行。Le　Feu　et　la　Fuite：Le η ∫佐 π de　B6roul　et 　les　autres 　Romahs 　de 踊 勧 z．挑 皰 η 融，　voL 　XVI ，　pp．77−IOO，

　 （基本 的 に は 第十 五 回 国 際 ア
ー

サ ー花学 会総 会で の 研 究 発表 （1987年、於 ・ル ー
ヴ ェ ン），要 約 は同 学会

『
年鑑 」、v。1．　XL （19SS］、

　PP ．359−36D）．．

〔11〕　
’‘Entre　la　Chznson 　de　Reland 　et 　le　Romon 　d ’Erec，　si　Tristan　n’existait 　pas、　il　faudrait　l

’inventer”（J，Bedier，　Le　Roman

　de　7漉 鰍
．
Par　71iomas．　PoEme　du　Xtle　sie

’
clg，　 t．　Il，　Paris，1905，　p．153｝．佐藤 先佐 は上 記著 作 を通 じ、展開部分 で三 度引用 さ

　れ て い る （「．ヒ掲 書』．pp．40，5D　et　316）。

〔IM　上記 注｛4）の C手か に 、拙稿 （書評）参照
・
｛
『比較文学年誌』、18巻 （1981）、　 pp．122−131．

  　仏米の 専門家が B下用意 して い るク リス チーヌ の 著作版本をfl哘 に 備えて 、協力 して い るが 厳密 な中世 フ ラ ン ス 語の 問題 で あ

　 る 。
  　Jean　Frappier，　Chritien　de 乃 解 5．1

’
homme 　et 　I

’
oeuvre （Paris，1968）の 英 訳者 （Ohaio　University　Press，1982）．「

フ ラ ビ

　エ の 思 い 出 の ため に」 と添 書の あ る献本 を受 けた。

  　ス タ
ー

ン
・
マ ダ ッ ク ス 氏 は戦後 の シ ャ ル ル ・ドル レ ア ン の研 究 の総 合的 論評の な かで ．稿者 の 学位 論文 を非常 に 好 意的な 扱 い

　で 、相 当な ス ペ
ー

ス を当て て い る （Oeuvres　 et　Criti　 ues．　vol ．　V ．1 （19SO）pp．16，17−IB，22．）。
  　ア

ー
サ
ー

王 伝説 に 関心 を寄せ る者 も20年 前 に稿 者が ビ ブ リオ を作 成 し始 め た 頃．お な じ状況 で あ っ た が．激増 した とは い え、

　多 くは IS際 的尺 度に 合わな い か 、と思われ るe

｛］の　
“Trois　figures　de　Ia　femme ．　A 　propos　du　fi！m 　japonais　Rashomon 　et 　de　la　Fiile　du　Comte 　de　Pontieu

”

  　「フ ラ ンス 十 三世紀 の 伝 綺物 語
樋
ポン テ ユウ伯 の 娘

’
の テ ーマ に つ い て 　　 　説話 の 比較 に つ い て の 試 み 一 1 （「ソ ロ モ ン の

　甓」、「
ロ
ーマ 入の 事碩 」 （Ges’ta　Romanomm ｝．「

不 実な妻 の 話 」 （Historia　infide！is　mtdieris ）、イ ン ド・ロ シ ア に 至 る まで の ヴ

　 ァ
ージ ョ ンが 比較 さtLて い る ）、初出は 『比較文学年誌s　 （No3 〔1966））。所収！ 叙事詩 と説話古 （早稲田大学出版部、昭和60年、

　 PP．173−｝208）0

09）　Boletin　de　ia　Rcat　Academia　de　Buenas 　Letras　de　ltlreetona，　t．　XXXI，（1965−1966），pp．272−293．
伽1 「『今昔物語』 の 世 界」 （芳賀徹 ・平川祐弘編 聴 座・比較文学』。第四巻、東京大 学出版 会、1976。『叙事詩と説話」 （上掲注鮒

　参照 ） に再 録．pp，111−172）、「今莟物語本朝篇世 俗部の 三 つ の 説譜 と fabliaux一説話の 比較研 究一」 （
「比較文学年誌』、　 ND 　4

　 〈1967）p　『
叙 事詩 と言蛇言舌』　に再 録、pp．209−254）。

  　著名 な フ ラ ン ス ・ベ ル ギ
ー

の 申世仏 文学專 門誌
「
中世識 （Le 醒qy醗 卸 ）に 掲 載予定 e （本稿写真 べ

一
ジ （21）〔II〕参照 〉

  　 十五世紀、ブ ル ゴ ーニ ュの 富廷で 散文の 書換が なされ、こ の 入物はイX ル サ レ ム 奪回の 夢を果て しな く遺求め る ヨ ー一ロ ッ パ の

　姿 をな お仮 託 され続け る。＆htadin（L．　S，　Crist，Paris・Geneve，1972）以 降 Jean　d’A　vesnes （A．−M ．　Finoli，　Milano，1979｝，　Le　Di
’
t

　 du　Pranier（P．−Y ．　Badel，　Geneve ，1985｝1970年代に な っ て ぞ くぞ くと関連 テ ク ス トも含め て の 版本刊 行の 契掛け とな っ た と判

　 断 し え よ う。フ ラ ン ス の フ t
一

ク ロ ア に淵 源 を 求め る
’‘
Le　ilt　des　Aneles

”
へ の 関心 も か か る線 上の もの で あ る。

’eel　／vu 解 al 　des　Slvants，1893，　PP．363　 Et　suiv，
  　そ の ほ か 研 究誌 　Romania ，跏 ＠ Francesi に拙 文 の掲 載 が 予定さ れ て い る。

（本稿 は、 E 本比較文学会の 機関誌
『比較 文学』、佐藤輝夫先生 追悼号の 拙稿 「佐藤輝夫先

生の 学問 」 さ らに仏文学の 『流域 』 （上掲 注、（6））に執筆の 補遺 と して構想 されて い る1
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会会長ガ ブ リエ ル 　ビ ア 〆 〆 オ

ト氏 よ ウ稿者 の もとに よせ られ

草稿 （日 本フ ラ ノ ス 語　フ ラ ／

文4 会て の 特別 講演）。
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ジ ャ ン
i
デ ュフ ノレネ教授 に よる 佐

藤輝夫 先生追 悼 文（1
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峰稿
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1．稿者の

も と に 寄せ ら る。
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